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2022.7.28 大阪平和委員会・ウクライナ侵略抗議行動、豊中にあるロシア総領事館前 

 写真：大阪平和委員会ＨＰ、「平和新聞」2022.8.25 から   

大阪アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会機関紙 

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
東
部
・
南
部
の
併
合
に

動
き
出
す
と
と
も
に
、
大
統
領
自

身
が
９
月
21
日
、
国
営
テ
レ
ビ
で

演
説
し
、
予
備
役
の
動
員
を
発
表

し
ま
し
た
。
ま
た
強
制
編
入
し
た

ク
リ
ミ
ア
半
島
な
ど
も
攻
撃
を
受

け
て
い
る
と
し
て
「
わ
が
国
は
、

多
様
な
破
壊
兵
器
を
所
有
し
て
い

る
。
領
土
保
全
が
脅
か
さ
れ
れ
ば

国
と
国
民
を
守
る
た
め
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
講
じ
る
。
は
っ
た
り
で
は

な
い
」
と
述
べ
、
核
兵
器
使
用
も

辞
さ
な
い
姿
勢
を
強
調
し
ま
し

た
。 ウ

ク
ラ
イ
ナ
東
部
・
南
部
の
親

ロ
シ
ア
派
が
、
ロ
シ
ア
編
入
を
問

う
「
住
民
投
票
」
を
９
月
23
～
27

日
に
行
う
と
一
方
的
に
宣
言
し
て

い
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
結
果
を
尊
重

す
る
と
言
い
ま
す
。
し
か
も
こ
の

地
は
ロ
シ
ア
の
占
領
下
に
あ
り
、

住
民
の
自
由
な
意
思
表
示
は
不
可

能
で
す
。
結
論
は
初
め
か
ら
見
え

て
い
ま
す
。「
投
票
」
に
何
の
正
当

性
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

国
連
憲
章
は
他
国
の
領
土
保
全

を
す
べ
て
の
加
盟
国
に
義
務
づ

け
、
侵
略
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
武

力
に
よ
る
他
国
領
土
の
併
合
も
憲

章
違
反
で
す
。 

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が

「
部
分
的
動
員
令
」
を
発
令
し
た

こ
と
に
対
し
、
９
月
21
日
、
ロ
シ

ア
全
国
規
模
の
抗
議
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
人
権
団
体
に
よ
る
と
、

モ
ス
ク
ワ
を
は
じ
め
主
要
都
市
で

行
動
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

国
連
で
は
第
77
回
総
会
の
一
般

討
論
が
始
ま
り
、
各
国
首
脳
が
ロ

シ
ア
の
侵
略
を
非
難
し
て
い
ま

す
。
そ
の
さ
な
か
で
の
侵
略
拡
大

宣
言
は
国
際
社
会
へ
の
挑
戦
で

す
。 ロ

シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
の
再
び
の

核
威
嚇
、
侵
略
拡
大
宣
言
に
厳
重

に
抗
議
す
る
。
直
ち
に
停
止
を
！ 

核
兵
器
禁
止
条
約 

批
准
68
カ
国
、
署
名
91
カ
国
に 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略
す
る
ロ
シ

ア
が
核
兵
器
で
世
界
を
威
嚇
し
緊

張
が
高
ま
る
な
か
、
核
兵
器
禁
止

条
約
に
９
月
22
日
、
新
た
に
５
カ

国
が
署
名
し
、
２
カ
国
が
批
准
し

ま
し
た
。
新
た
に
署
名
し
た
の
は

バ
ル
バ
ド
ス
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、

赤
道
ギ
ニ
ア
、
ハ
イ
チ
、
シ
エ
ラ

レ
オ
ネ
、
批
准
し
た
の
は
コ
ン
ゴ

（
旧
ザ
イ
ー
ル
）
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
で
す
。
こ
れ
で
署
名
国
は
91
カ

国
、
批
准
国
は
68
カ
国
と
な
り
ま

し
た
。 

 

ロ
シ
ア
が
、
侵
略
・
領
土
拡
大
を
宣
言 

国
際
社
会
へ
の
挑
戦
、 

国
連
憲
章
違
反
を
許
す
な 

〒540-0004 大阪市中央区玉造 1-6-11黒石ビル３F 

２０２２年１０月１日 No.５９６ 

 

今
月
の
読
み
物 

◇2 面: 沖縄知事選 デニー氏圧勝。◇3 面：「国

葬」に反対します。土地利用規制法廃止を。◇

4-5-6-7 面：ミャンマー史上最悪の軍による弾圧と

暴政ー◇8面：学習会・イベント案内、文化欄 

ロシア・プーチンの再びの核威嚇、侵略拡大宣言に厳重に抗議する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年１０月 1日 Ｎｏ．５９６ 世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

ま
す
。
経
済
や
雇
用
な
ど
の
要

求
は
高
く
、
新
自
由
主
義
経
済

で
も
い
い
か
ら
、
解
決
を
期
待

す
る
声
が
増
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
「
誇
り
あ
る
豊
か

な
沖
縄
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

基
地
経
済
や
カ
ジ
ノ
な
ど
を
拒

否
し
、
沖
縄
の
風
土
や
位
置
を

活
用
し
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
の

拠
点
に
す
る
経
済
・
産
業
政
策

な
の
で
す
。 

 

私
は
、
沖
縄
現
地
に
支
援
に

行
け
ず
、
電
話
対
話
を
や
り
ま

し
た
。
辺
野
古
新
基
地
の
話
に

な
る
と
デ
ニ
ー
支
持
者
で
も

「
ウ
ン
ザ
リ
感
」
を
持
っ
て
い

る
人
が
い
る
な
ぁ
と
正
直
思
い

ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
は
、

も
は
や
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
な

く
、
本
土
の
問
題
で
あ
る
と
言

い
切
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
国
民
と
し
て
辺
野
古
新

基
地
を
キ
ッ
パ
リ
止
め
さ
せ

て
、
誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
を

と
も
に
作
っ
て
い
く
意
思
を
強

め
た
選
挙
で
し
た
。 

(

２
０
２
２
年
９
月
19
日) 

 

同
日
投
開
票
さ
れ
、「
オ
ー
ル
沖

縄
」
の
上
原
快
佐(

カ
イ
ザ)

氏

が
初
当
選
し
ま
し
た
。
県
議
会

で
議
長
を
除
く
議
席
数
が

24

対
23
と
な
り
、
デ
ニ
ー
県
政
を

支
え
る
与
党
が
引
き
続
き
過
半

数
と
な
り
ま
し
た
。 

デ
ニ
ー
知
事
は
当
選
後
の
記

者
会
見
で
、「
間
違
い
な
く
辺
野

古
の
新
基
地
建
設
が
大
き
な
争

点
だ
っ
た
」
と
指
摘
。「
こ
れ
ま

で
翁
長
雄
志
知
事
、
私
の
前
回

の
選
挙
、
県
民
投
票
の
７
割
以

上
の
反
対
の
声
、
そ
し
て
今
回

の
明
確
な
争
点
と
な
っ
た
私
の

２
期
目
の
再
選
。
こ
の
県
民
の

思
い
は
１
ミ
リ
も
ぶ
れ
て
い
な

い
結
果
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

(

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
記
事
引
用) 

必
死
で
し
た
。 

選
挙
終
了
後
、
那
覇
市
議
会

で
自
民
党
・
幹
事
長
の
市
会
議

員
が
、
政
府
の
声
明
…
「
唯
一

の
解
決
策
」
に
対
し
て
か
み
つ

い
た
発
言
に
波
紋
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
軍
事
評
論
家

か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
戦

略
は
当
初
、
海
兵
隊
に
よ
る
オ

ス
プ
レ
イ
や
強
襲
揚
陸
艦
を
使

っ
た
相
手
国
へ
の
海
上
・
空
か

ら
陸
地
へ
の
殴
り
込
み
戦
略
で

し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
な
ど
に
戦
略
変
更
さ

れ
て
き
て
、
辺
野
古
新
基
地
の

意
味
合
い
が
な
く
な
っ
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
埋
め
立

て
工
事
に
伴
う
利
権
に
ぶ
ら
下

が
る
日
本
の
経
営
者
や
一
部
政

治
家
だ
け
と
記
し
ま
し
た
。
岸

田
政
権
は
、
身
内
か
ら
も
批
判

さ
れ
、
四
面
楚
歌
に
陥
る
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

く
ら
し
・
経
済
の
問
題
も
争

点
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

出
口
調
査
の
分
析
で
20
～
30

代
の
層
に
佐
喜
真
氏
の
票
が
や

や
多
か
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

９
月

11

日
投
票
の
沖
縄
県

知
事
選
挙
は
、
玉
城
デ
ニ
ー
候

補
が
午
後
８
時
の
開
票
と
同
時

に
当
確
が
出
て
、
あ
っ
け
な
く

勝
利
が
確
定
し
、
少
し
心
配
な

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。
官
邸
主
導
で
企
業
ぐ

る
み
選
挙
が
強
ま
る
中
で
、
県

民
は
３
度
の
知
事
選
挙
で
「
辺

野
古
新
基
地
ノ
ー
」
の
審
判
を

下
し
ま
し
た
。
選
挙
終
了
後
、

政
府
は
「
普
天
間
飛
行
場
の
危

険
性
除
去
の
た
め
に
、
辺
野
古

新
基
地
は
唯
一
の
解
決
策
」
と

い
う
壊
れ
た
テ
ー
プ
の
よ
う
な

声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 
今
回
の
勝
利
は
、
沖
縄
防
衛

局
の
埋
め
立
て
の
変
更
許
可
申

請
に
対
し
て
、
水
深
90
ｍ
の
軟

弱
地
盤
を
理
由
に
、
知
事
が
「
不

承
認
」
を
し
た
ま
ま
で
す
。
政

府
は
「
代
執
行
裁
判
」
が
必
要

に
な
り
、
埋
め
立
て
強
行
・
調

査
と
工
法
に
よ
る
安
全
性
の
説

明
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
政
府
や
自
民
党
は
佐
喜
真

知
事
が
実
現
で
き
れ
ば
、
こ
の

裁
判
を
し
な
く
て
済
む
わ
け
で

２ 

辺
野
古
新
基
地
を
キ
ッ
パ
リ
止
め
さ
せ
て
、 

誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
を
と
も
に
作
っ
て
い
く
意
思
を
強
め
た
選
挙 

植
田 

保
二 

 

（
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
代
表
委
員
） 

９
月
11

日
執
行
の
沖
縄
県

知
事
選
は
「
建
白
書
」「
建
議
書
」

実
現
の
要
求
を
握
っ
て
離
さ

ず
、
沖
縄
を
再
び
戦
場
に
さ
せ
な

い
民
意
の
力
に
よ
っ
て
玉
城
知
事

が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。 

岸
田
自
公
政
権
が
全
面
支
援

し
、
辺
野
古
新
基
地
推
進
を
真

正
面
に
掲
げ
た
前
宜
野
湾
市
長

の
佐
喜
真
淳
氏
に
６
万
４
９
２

３
票
差
で
圧
勝
。
２
０
１
４
年

11
月
の
翁
長
県
政
以
来
、
「
オ

ー
ル
沖
縄
」
が
３
連
勝
し
、「
辺

野
古
ノ
ー
」
の
民
意
は
国
家
権

力
総
が
か
り
で
も
押
し
つ
ぶ
さ

れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
10
月
の
那
覇
市
長
選

に
立
候
補
す
る
翁
長
雄
治
前
県

議
の
辞
職
に
伴
う
県
議
補
選
も

沖
縄
知
事
選 

デ
ニ
ー
氏
圧
勝 

「
辺
野
古
ノ
ー
」
の
民
意
強
固
に 

 

玉城知事再選を報ずる琉球新報 

支援者らとカチャ－シーを踊る玉城氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年１０月 1日 Ｎｏ．５９６ 

 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

東
京
で
も
大
集
会
開
催 

９
月
19
日
、
「
安
倍
元
首
相

国
葬
反
対
！
さ
よ
う
な
ら
戦

争
・
原
発 

９
・
19
大
集
会
が

東
京
・
代
々
木
公
園
で
開
催
さ

れ
、
１
万
３
０
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

主
催
者
を
代
表
し
て
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
共
同
代
表

の
小
田
川
義
和
さ
ん
は
「
野
党

や
市
民
の
声
を
ま
っ
た
く
聞
こ

う
と
し
な
い
岸
田
政
権
に
腹
の

底
か
ら
の
怒
り
を
突
き
つ
け
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

７
月
22
日
の
閣
議
で
、
参
院

選
期
間
中
に
銃
撃
さ
れ
て
死
去

し
た
故
安
倍
晋
三
氏
の
「
国
葬

儀
」
を
９
月
27
日
に
行
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
大
阪
Ａ
Ａ

Ｌ
Ａ
は
、
こ
の
閣
議
決
定
に
反

対
し
、
撤
回
・
中
止
を
も
と
め

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

安
倍
元
首
相
の
国
葬
は
、
法

的
根
拠
も
な
く
、
国
会
審
議
も

な
い
、
民
主
主
義
を
踏
み
に
じ

る
行
為
で
す
。
そ
の
費
用
も
ど

ん
ど
ん
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。

旧
統
一
協
会
と
の
癒
着
も
明
ら 

か
な
安
倍
政
治
を
賛

美
し
、
国
民
に
と
む
ら

い(

弔
い)

を
強
制
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
世
論
は
「
国
葬

反
対
」
が
多
数
で
す
。 

 

安
倍
元
首
相
の
「
国

葬
」
反
対
、
中
止
を
求

め
る
署
名
を
呼
び
か

け
て
い
る
団
体
や
個

人
が
共
同
し
て
９
月

５
日
、
累
計
で
40
万

を
超
え
る
署
名
を
内

閣
府
に
提
出
し
ま
し

た
。 

 

９
月
20
日
、
安
全
保
障
上
重
要

な
施
設
の
周
辺
や
国
境
離
島
を

対
象
と
す
る
「
土
地
利
用
規
制

法
」
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
は
土
地
所
有
者
の
調
査
の

ほ
か
、
施
設
の
機
能
を
妨
害
す
る

行
為
へ
の
中
止
勧
告
や
罰
則
付

き
の
命
令
が
可
能
に
な
る
。
年
内

に
第
１
弾
と
な
る
対
象
区
域
の

指
定
に
着
手
す
る
と
し
て
い
ま

す
。 国

会
審
議
で
は
、
市
民
活
動
な

ど
思
想
の
自
由
を
侵
害
す
る
恐

れ
が
指
摘
さ
れ
、
政
府
は
基
本
方

針
で
、
私
有
地
で
の
集
会
開
催
は

規
制
対
象
に
し
な
い
と
明
記
し

た
と
し
て
い
ま
す
が
、
自
衛
隊
基

地
・
駐
屯
地
や
領
海
の
根
拠
と
な

る
国
境
離
島
、
原
発
周
辺
の
土
地

を
「
特
別
注
視
区
域
」
や
「
注
視

区
域
」
に
指
定
し
、
所
有
者
や
使

用
者
を
監
視
・
情
報
収
集
し
て
、

「
機
能
阻
害
行
為
」
が
あ
れ
ば
使

用
中
止
を
勧
告
・
命
令
で
き
る
と

い
う
も
の
で
す
。
し
か
も
、
何
が

「
機
能
阻
害
行
為
」
に
該
当
す
る

の
か
法
律
上
の
規
定
が
な
く
、
首

相
の
判
断
や
政
令
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
情
報
収
集
」

と
称
し
て
、
住
民
間
の
監
視
・
密

告
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

土
地
利
用
規
制
法
廃
止
を 

９
月
20
日
に
全
面
施
行 

３ 

求
め
る
県
民
有
志
の
会
」
（
共
同

代
表
・
仲
松
典
子
氏
ら
４
人
）
は

９
月
20
日
、
同
日
に
全
面
施
行
さ

れ
た
土
地
利
用
規
制
法
を
巡
り
、

同
法
の
廃
止
や
運
用
時
の
臨
時

対
応
を
求
め
る
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。
宛
先
は
首
相
や
防
衛 

相
、
衆
参
両
院
議
長

ら
。
臨
時
対
応
で
は
具

体
的
に
、
首
相
か
ら
地

方
公
共
団
体
な
ど
に

土
地
利
用
者
の
情
報

提
供
を
要
請
で
き
る

と
し
た
第
７
条
に
つ

い
て
、
情
報
提
供
を
強

要
し
な
い
こ
と
な
ど

を
求
め
て
い
ま
す
。 

国
民
に
弔
意
を
押
し
つ
け
る 

安
倍
元
首
相
の 

「
国
葬
」
に
反
対
し
ま
す
！ 

安倍元首相国葬反対！さようなら戦争・原発 

９・19 大集会  東京・代々木公園 

 

「
日
本
軍
慰
安
婦
」
と
し
て

過
酷
な
運
命
を
共
に
し
た
二

人
の
少
女
を
描
い
た
韓
国
映

画
「
雪
道
」(

イ
・
ナ
ジ
ョ
ン

監
督
、
ユ
・
ポ
ラ
脚
本)

が
、
10

月
、
大
阪
で
上
映
さ
れ
ま
す
。 

 

映
画
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

す
が
、
元
「
慰
安
婦
」
の
女
性

な
ど
多
く
の
証
言
や
史
実
に

基
づ
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ち

り
ば
め
て
制
作
。
日
本
植
民
地

下
で
強
制
さ
れ
た
創
氏
改
名

や
日
本
語
教
育
、
慰
安
所
の
様

子
、
日
本
軍
が
証
拠
隠
滅
の
た

め
に
行
っ
た
行
為
、
日
本
兵
た

ち
の
葛
藤
や
不
安
な
ど
を
伝

え
ま
す
。 

日本軍慰安婦問題を描く 
韓国映画「雪道」 
10月に大阪で劇場公開 

 

10 月８日(土)から 21 日(金)まで、シネ・ヌーヴ

ォ(地下鉄九条駅下車)。14 日(金)までは午前 10

時半、以降は同 10 時。9 日(日)は同 10 時から上

映で、上映後、大阪の公立中学校教員の平井美津

子さんのトークあり。劇場 06-6582-1416。 

  ※大阪民主新報 2022.9.18から転載 

沖
縄
で
は
有
識
者
と
県
民
で

つ
く
る
「
土
地
規
制
法
の
廃
止
を



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
９
月
11
日(

日)

、
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
カ

フ
ェ
第
29
回
は
、
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

史
上
最
悪
の
軍
に
よ
る
弾
圧
と

暴
政
ー
」
の
テ
ー
マ
で
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
関
す
る
専
門
家
で
大
阪

大
学
外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師

の
原
田
正
美
先
生
に
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
場
所
は
大

阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
事
務
所
で
参
加
者

は
12
人
で
し
た
。 

講
演
は
、
生
々
し
く
、
詳
細
で

内
容
豊
富
な
も
の
で
し
た
。
紙
面

の
関
係
で
、
講
師
レ
ジ
ュ
メ
に
そ

っ
た
形
で
編
集
部
で
講
演
概
要

を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

５ 

２０２２年１０月 1日 Ｎｏ．５９６ 

 

 

２０２２年１０月 1日  Ｎｏ．５９６ 

４ 

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
２
０
２
１
年

２
月
１
日
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き

て
１
年
と
７
カ
月
が
過
ぎ
た
。 

当
初
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
Ｃ
Ｄ

Ｍ(

市
民
的
不
服
従)

や
デ
モ
な

ど
非
暴
力
運
動
を
粘
り
強
く
展

開
し
、
Ｒ
２
Ｐ(

国
際
社
会
の
保

護
責
任)

を
訴
え
た
が
、
い
く
ら

待
っ
て
も
国
連
か
ら
も
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
も
効
果
的
な
介
入

は
な
か
っ
た
。
そ
の
間
に
も
軍

に
よ
る
民
間
人
に
対
す
る
非
道

な
暴
力
は
続
い
た
。「
自
分
た
ち

に
は
自
分
た
ち
し
か
い
な
い
」 

と
い
う
合
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
、
４
月
に
発
足
し
た

Ｎ
Ｕ
Ｇ(

国
民
統
一
政
府)

は
９

月
に
自
衛
の
た
め
の
武
装
蜂
起

を
宣
言
し
た
。
そ
の
後
、
ほ
ぼ

１
年
が
経
過
し
、
少
数
民
族
武

装
勢
力
地
域
の
み
な
ら
ず
、
多

数
派
ビ
ル
マ
族
も
手
に
取
れ
る

武
器
を
持
っ
て
武
装
し
、
今
ま

 

左
の
図
は
国
軍
と
民
主
派
側

の
対
比
を
示
し
て
い
る
。 

国
軍
は
、
武
力
に
加
え
巨
大

な
経
済
利
権
を
持
っ
て
い
る
。

一
方
、
民
主
派
側
は
高
い
士
気

の
も
と
反
対
運
動
を
粘
り
強
く

展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

詳
細
を
（
３
）
で
説
明
す
る
。 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

不
屈
の
抵
抗
つ
づ
け
る
市
民 

連
帯
と
支
援
を
！ 

さ
に
全
土
で
多
く
の
町
が
内
戦

状
態
に
あ
る
。 

軍
に
反
対
す
る
者
は
す
べ
て

敵
と
し
て
、
国
民
を
「
雑
草
を

刈
り
取
る
」
よ
う
に
虐
殺
す
る

軍
に
対
し
、
命
が
け
の
抵
抗
運

動
は
止
む
こ
と
な
く
、
軍
政
下

に
戻
る
こ
と
を
拒
否
、「
未
来
の

子
供
た
ち
の
た
め
に
独
裁
は
こ

れ
で
終
わ
ら
せ
る
」
と
闘
い
を

続
け
て
い
る
。 

タ
イ
ト
ル
の
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

史
上
最
悪
の
軍
に
よ
る
弾
圧
と

暴
政
」
と
は
、
不
屈
の
抵
抗
に

難
儀
し
て
い
る
国
軍
の
焦
り
の

表
れ
で
も
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
現
状
を
少
し
で
も
知
っ
て
い

た
だ
き
、
平
和
と
民
主
化
を
希

求
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
市
民
へ
連

帯
と
支
援
を
！ 

 (1)
２
０
２
１
年
ク
ー
デ
タ

ー
に
対
す
る
「
春
の
革
命
」 

 

１
９
８
８
年
の
民
主
化
運
動

と
の
違
い 

１
９
８
８
年
の
民
主
化
運
動

時
に
は
、
運
動
が
続
い
た
後
、

ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
弾
圧
が
行

わ
れ
、
国
軍
は
そ
の
後
数
週
間

で
全
権
を
掌
握
し
た
。
一
方
で
、

複
数
政
党
制
の
導
入
と
総
選
挙

の
実
施
を
約
束
し
た
。 

２
０
２
１
年
の
場
合
は
、
20

年
に
選
挙
で
圧
勝
し
、
議
会
を

招
集
す
る
当
日
に
突
如
、
国
軍

が
違
法
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し

大
統
領
は
じ
め
議
員
ら
も
拘
束

し
、
弾
圧
を
は
じ
め
た
。
こ
れ

に
対
す
る
反
対
運
動
は
「
春
の

革
命
」
と
呼
ば
れ
、
目
標
も
独

裁
そ
の
も
の
の
終
焉
へ
と
変

化
。
現
在
ま
で
１
年
７
カ
月
継

続
。
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
国
軍
の

や
り
方
は
１
９
８
８
年
の
時
と

全
く
同
じ
で
あ
る
。 

深
沢
淳
一(

読
売
新
聞
社 

元
ア
ジ
ア
総
局
長)

が
、
１
９
８

８
年
の
民
主
化
運
動
と
の
違
い

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
紹

介
す
る
。
（
左
） 

軍の経済利権の巨大化、武
力装備、クーデターのノウハウ
熟知 
 
長期化、広域化による士気の

低下、地上戦を補う形の空爆、
大量虐殺、焼き討ち、見せし
め、恐怖をあおる 
 

2023 年 8 月までに総選挙 
USDP（連邦団結発展党）、民兵
組織ピューソーティ、トゥエタウ 

 

 

 

 

 

 

 

民主派（国民の大多数）側の
非暴力 CDM＋武装闘争を伴う
不屈の抵抗、高い士気 
Impunity(刑事免責）の廃止 
 

CRPH（連邦議会代表委員
会）NUG（国民統一政府）NUCC
（国民統一諮問評議会） 
PDF（国民防衛隊）  
 
カレン、カチン、カヤー（カレン

ニー）、ラカイン民族武装組織 

 

 

 

 

 

 

ミャンマー

史上最悪の

軍による弾

圧と暴政 

NUG ドゥーワラシーラ臨時大統領演説 
ＲＦＡ2022 年 9 月 7 日 

ミ
ャ
ン
マ
ー
史
上
最
悪
の
軍
に
よ
る
弾
圧
と
暴
政
ー  

独
裁
政
権
は
こ
れ
を
最
後
に
！
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
闘
う 

 
 

不
屈
の
抵
抗
運
動
に
連
帯
と
支
援
を
！ 

原
田
正
美
（
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師
） 

立
。 Ｃ

Ｒ
Ｐ
Ｈ(

連
邦
議
会
代
表

委
員
会)

（
２
０
２
１
年
２
月
５

日
～
）
、
２
０
２
０
年
11
月
選
挙

に
当
選
し
た
議
員
17
名
で
組

織
。
Ｎ
Ｌ
Ｄ(

国
民
民
主
連
盟)

の
党
員
が
多
数
。 

Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
が 

新
憲
法
の
指

針
と
な
る
と
さ
れ
る
フ
ェ
デ
ラ

ル

民

主

主

義

憲

章

(
Fe
der

al 

D
em
oc
rac

y
 Ch

ar
te
r

、
２
０
２
１
年
３

月
31
日
、
独
裁
制
の
根
絶
、
２
０
０
８

年
憲
法
の
廃
止
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
民
主
主

義
国
家
の
建
設
、
国
民
政
府
の
樹
立
を

目
的
と
す
る
。
）
に
基
づ
き
Ｎ
Ｕ
Ｇ

を
樹
立
。
９
割
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
民
が
支
持
と
も
。 

ウ
ィ
ン
ミ
ン
大
統
領
、
ア
ウ

ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
国
家
顧
問
、

臨
時
大
統
領
は
カ
チ
ン
族
の
ド

ゥ
ー
ワ
ラ
シ
ー
ラ
氏
、
連
邦
首

相
は
カ
レ
ン
族
の
マ
ウ
ン
ウ
ィ

ン
カ
イ
ン
タ
ン
を
擁
す
る
。 

現
在
17
省(

国
防
省
、
保
健
省
．

計
画
財
務
投
資
省
．
外
務
省
．
教
育
省
．

内
務
移
民
省
．
フ
ェ
デ
ラ
ル
連
邦
省
、

人
道
災
害
管
理
省
．
人
権
省
、 

天
然
資

源
環
境
保
全
省
．
国
際
協
力
省
．
女
性
・

青
年
・
児
童
省
．
労
働
省
．
法
務
省
．

通
信
情
報
技
術
省
．
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
．
商
務
省)

か
ら
な
る
。 

閣
僚
に
は
、
選
挙
当
選
議
員
、

政
党
メ
ン
バ
ー
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
、
ゼ

ネ
ス
ト
委
員
会
及
び
女
性
ま
た

は
青
年
団
体
を
含
む
市
民
社
会

団
体
、
民
族
武
装
組
織(

Ｅ
Ａ

Ｏ)

等
多
様
な
出
身
者
。 

日
本
の
衆
参
両
院
で
も
ク
ー

デ
タ
ー
非
難
決
議
が
採
択(

２

０
２
１
年
６
月
）
、
各
国
国
会
で

民
主
派
支
援
の
動
き
が
あ
る
。 

国
連
本
部
の
チ
ョ
ー
モ
ー
ト

ゥ
ン
代
表
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
代
表

並
び
に
、
各
国
で
駐
在
事
務
所

を
設
置(

チ
ェ
コ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ラ
ン

ス
、
英
国
、
韓
国
、
日
本)

し
て

い
る
。 

        【
Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
国
民
防
衛
隊
）
】 

２
０
２
１
年
５
月
５
日
、
Ｎ

Ｕ
Ｇ(

国
民
統
一
政
府)

が
Ｐ
Ｄ

Ｆ(

人
民
防
衛
軍)

(
People's 

Defence 
Force

)

の
創
設
を
発

表
。
後
のFederal Army 

(

連

邦
軍)

の
前
進
と
し
て
結
成
。
９

月
７
日
で
自
衛
の
た
め
の
武
装

蜂
起
１
年
の
演
説
に
よ
れ
ば
、

全
郡
区
約
３
３
０
の
内
、
郡
区

治
安
部
隊
２
５
０
が
組
織
。 

国
軍
は
全
土
の
半
分
も
実
効

支
配
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
死
者
は
１
、
５
０

０
人
。
国
軍
側
は
死
者
２
０
、

０
０
０
人
以
上
、
７
、
０
０
０

人
負
傷
。
完
全
に
自
治(

教
育
、

保
健
、
行
政)

を
行
っ
て
い
る
地

域
は
24
郡
。
戦
闘
激
化
地
域
は
、

少
数
民
族
居
住
地
で
は
カ
レ
ン

(

カ
イ
ン)

、
カ
ヤ
ー(

カ
レ
ン
ニ

ー)

、
カ
チ
ン
、
チ
ン
で
、
ビ
ル

マ
族
居
住
地
で
は
ザ
ガ
イ
ン
、

マ
グ
ェ
、
タ
ニ
ン
タ
ー
イ
ー
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。 

＊
６
ペ
ー
ジ
１
行
目
に
つ
づ
く 

営
に
深
く
関
与
、
株
の
配
当
を

得
る
）
…
金
融
、
農
業
、
鉱
山

採
掘
な
ど
幅
広
い
事
業
を
手
掛

け
る
複
合
企
業
。
国
軍
最
高
司

令
官
ら
の
監
督
下
に
あ
り
、
取

締
役
は
全
員
が
軍
人
か
退
役
軍

人
が
務
め
る
。
現
役
兵
や
退
役

軍
人
の
「
福
祉
」
へ
の
貢
献
を

企
業
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。 

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
公
社
」

(

Ｍ
Ｅ
Ｃ)

（
国
防
省
が
全
面
的

に
所
有
）
…
両
社
が
所
有
す
る

１
０
０
以
上
の
子
会
社
は
、
文

民
が
所
有
す
る
ど
の
企
業
よ
り

も
大
き
な
収
入
を
生
み
出
し
て

い
る 報

告
さ
れ
て
い
る 

国
軍
の
残
忍
さ 

子
ど
も
、
女
性
、
妊
婦
ま
で

殺
害
、
拷
問
、
レ
イ
プ
、
拘
束

の
翌
日
遺
体
引
き
取
り
に
高
額

な
金
銭
要
求
、
無
差
別
発
砲
・

空
爆
、
家
屋
や
村
の
焼
き
討
ち
、

宗
教
施
設
も
砲
撃
、
略
奪
、
破

壊
、
家
屋
へ
侵
入
銃
撃
、
過
度

な
重
火
器
の
使
用
、
生
き
た
ま

ま
焼
き
殺
す
、
行
方
不
明
者
も

多
い
。 

【
Ｃ
Ｄ
Ｍ
（
市
民
的
不
服
従
）】

[

職
場
ボ
イ
コ
ッ
ト] 

２

０

２

１

年

２

月

２

日

(
F
ac

eb
ook

立
ち
上
げ)

、
全
国

で
公
務
員
４
１
７
、
０
６
０
人

が
職
場
放
棄
。
海
外
支
援
組
織

１
４
７
。
２
９
５
、
８
０
２
人

が
停
職
等
何
ら
か
の
処
分
を
受

け
、
３
、
６
５
２
人
が
刑
法
５

０
５

(A)

で
起
訴
（Myanmar's 

Civil 
Disobedience 

Movement, 

NUG

）。 

基
礎
教
育
教
員
の
９
９
、
０

０
０
人
以
上
が
参
加(
２
０
２
１

年
９
月
時
点
。
朝
日
デ
ジ
タ
ル
、
５
月

６
日
「
政
変
・
教
員
離
職
・
コ
ロ
ナ
…

２
年
も
学
校
に
行
け
な
い 

ミ
ャ
ン
マ

ー
の
児
童
は
今
」
か
ら
） 

医
師
の
１
５
、
０
０
０
人
が

参
加(

医
師
全
体
約
３
１
、
０
０

０
人
の
半
数)

。(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス) 

大
学
教
員
約
２
２
、
０
０
０

人
の
う
ち
56
％
が
停
職
処
分

（
カ
イ
ン
さ
ん
２
０
２
１
年
５
月

I
rr
aw
add

y

記
事
よ
り
紹
介
）。 

大
学
生
約
40
万
人
の
う
ち
８

～
９
割
が
参
加
（
ヤ
ン
ゴ
ン
在
住
の

Ｇ
氏
の
２
０
２
２
年
５
月
の
発
言
） 

軍

の

兵

士

、

警

察

官

も 
 

８
０
０
０
人
以
上
が
参
加(

２
０

２
１
年
12
月
１
日
、Mya

nm
ar
 No

w

の

記
事
よ
り
） 

２
０
２
２
年
現
在
も
、
職
場

放
棄
、
不
買
運
動
、
電
気
料
金
・

税
金
の
未
納
、
借
用
金
の
不
返

済
、
学
校
の
再
開
反
対
等
、
粘

り
強
く
た
た
か
っ
て
い
る
。 

【
Ｎ
Ｕ
Ｇ
（
国
民
統
一
政
府
）】 

２
０
２
１
年
４
月
16
日
に
成

(3)
軍
、
対
抗
し
て
た
た
か
っ

て
い
る
Ｃ
Ｄ
Ｍ
、
Ｎ
Ｕ
Ｇ
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ 

 

ク
ー
デ
タ
ー
後
も
、
実
効
支

配
が
完
結
で
き
な
い
国
軍
に
よ

る
弾
圧
は
激
化
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
抗
し
て
国
民
の
側
は
粘

り
強
く
た
た
か
っ
て
い
る
。 

【
国
軍
】 

創
設
は
、
太
平
洋
戦
争
時
に

ビ
ル
マ
作
戦
遂
行
の
た
め
に
、

日
本
の
「
南
機
関
」
が
海
南
島

で
ビ
ル
マ
人
30
人
に
軍
事
訓
練

を
施
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
１

９
４
１
年
ア
ウ
ン
サ
ン
将
軍
ら

に
よ
る
ビ
ル
マ
独
立
義
勇
軍

(

Ｂ
Ｉ
Ａ)

結
成
、
１
９
４
５
年

３
月
27
日
、
日
本
軍
に
蜂
起
。 

 

１
９
６
２
年
以
降
、
政
治
へ

の
関
与
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
政
党
政
治
へ
の
不
信
感
、

軍
こ
そ
が
正
し
く
国
を
導
く
「
正

統
な
引
率
者(

根
本
氏)

と
。 

ま
た
、
１
９
４
８
年
独
立
以

来
70
年
余
り
、
国
内
の
少
数
民

族
武
装
組
織
と
戦
闘
を
続
け
、

抵
抗
勢
力
を
排
除
す
る
こ
と
で

連
邦
を
守
っ
て
き
た
こ
と
を
自

ら
の
正
当
性
と
し
て
き
た
。 

経
済
へ
の
関
与 

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ

ッ
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」

(

Ｍ
Ｅ
Ｈ
Ｌ)

（
国
軍
幹
部
が
経

ＡＡＬＡカフェ 

第２９回 

１９８８年の民主化運動との違い 

①新生ミャンマーに対する新ナショナリズム 

②すべての階層、都市部、山岳地帯まで、全国規模  

③コミュニケーション手段の劇的変化 

④抗議活動の戦術面での多様化 

⑤市民的不服従運動（職場ボイコット＝ＣＤＭ） 

⑥武装闘争が加わる 

⑦スーチー氏依存からの変化 
(深沢淳一 2022、『「不完全国家」ミャンマーの真実』
文眞堂 p.292-293 から) 

(2) 

ミ
ャ
ン
マ
ー
史
上
最
悪

の
軍
に
よ
る
弾
圧
と
暴
政

と
は 

ＰＤＦ(人民防衛軍) 

原田正美先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年１０月 1日 Ｎｏ．５９６ 

イ
ン
の
隣
に
チ
ン
州
が
あ
っ
て

こ
こ
も
抵
抗
し
て
い
る
地
域
。 

・
国
内
避
難
民
マ
ッ
プ
推
移 

下
の
左
の
地
図
が
国
連
高
等

弁
務
官
事
務
所
に
よ
る
２
０
２

１
年
11

月
時
点
の
避
難
民
数

で
、
右
が
２
０
２
２
年
８
月
時

点
で
あ
る
。
ザ
ガ
イ
ン
を
見
る

と
左
の
昨
年
11
月
に
は
７
、
０

０
０
人
だ
っ
た
の
が
、
右
で
は

４
８
万
５
０
０
人
と
大
幅
に
増

加
し
て
お
り
徹
底
的
に
攻
撃
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
管

区
・
州
な
ど
に
番
号
が
割
り
振

ら
れ
て
お
り
、
登
録
証
な
ど
に

そ
の
番
号
が
書
か
れ
て
い
る

が
、
軍
の
通
達
で
ザ
ガ
イ
ン
等

の
番
号
を
見
て
突
如
解
雇
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
も
起
き
て
い
る
。 

◇
多
数
の
政
治
囚(

左
上
写
真) 

 

Ａ
Ａ
Ｆ
Ｐ(

政
治
囚
支
援 

協
会)

が
発
表
し
た
数
字

で
、
殺
害
さ
れ
た
人
は
２
、

２
６
７
人
、
逮
捕
者
１
５
、

４
１
６
人
、
う
ち
現
在
も

拘
留
中
は
１
２
、
３
１
２

人(
２
０
２
２
年
９
月
６

日
現
在)
と
な
っ
て
い
る
。 

◇
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ

ー
が
問
わ
れ
て
い
る
罪 

国
軍
は
、
ア
ウ
ン
サ
ン

ス
ー
チ
ー
さ
ん
を
２
０
２

２
年
９
月
２
日
の
選
挙
の

不
正
行
為
が
あ
っ
た
と
３

年
の
懲
役
判
決
を
出
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
様
々
な

こ
と
で
19
件
に
わ
た
り
罪

を
問
う
て
お
り
、（
中
西
嘉 

宏
著
、2

02
2

、『
昏
迷
続
く
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
現
在
』
）
す
で
に
20

年
の
刑
期
に
ま
で
な
っ
て
い

る
。
こ
の
中
に
あ
る
自
然
災
害

管
理
法
違
反
は
コ
ロ
ナ
の
時
、

選
挙
活
動
で
外
に
出
て
支
持
者

に
手
を
振
っ
た
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
ま
た
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

仏
教
の
聖
地
で
多
く
の
僧
院
を

擁
す
る
地
域
で
あ
る
。 

・
国
内
避
難
民
数
も
増
加 

国
軍
の
焼
き
討
ち
な
ど
で
避

難
す
る
人
た
ち
が
２
０
２
２
年
５

月
・
６
月
・
７
月
と
増
え
て
い
る
。 

国
内
避
難
民
の
数
は
左
上
の

表
で
１
３
０
万
４
８
０
０
人(

２

０
２
２
年
８
月
29
日
時
点)

で
あ
る

が
、
こ
の
う
ち
ク
ー
デ
タ
ー
後

は
９
７
万
４
４
０
０
人
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
も
ザ
ガ
イ
ン

が
54
％
を
占
め
て
い
る
。
ザ
ガ

６ 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

の
よ
う
な
無
線
機
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
、
違
法
に
輸
入
し
使
用
し

た
輸
出
入
管
理
法
違
反
と
い
う

も
の
で
、
裁
判
の
茶
番
さ
と
国
軍

が
い
か
に
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ

ー
さ
ん
を
敵
視
し
、
影
響
力
を

恐
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。 

＊
７
ペ
ー
ジ
１
行
目
に
つ
づ
く 

  

                                                

 

＊
５
ペ
ー
ジ
か
ら
の
つ
づ
き 

◇
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
に
よ
っ
て
焼

き
討
ち
さ
れ
た
家
屋
の
数 

・
州
ご
と
の
焼
き
討
ち
家
屋
数 

す
ぐ
左
の
表
は
、
州
・
管
区

ご
と
の
焼
き
討
ち
家
屋
数(

２
０

２
１
年
５
月
か
ら
２
０
２
２
年
８
月
の

累
計)

だ
が
、
黄
色
の
部
分
は
ビ

ル
マ
族
が
多
く
居
住
。
一
番
多

い
の
が
２
０
、
１
５
３
軒
の
ザ

ガ
イ
ン
で
全
地
域
合
計
の
70
・

８
％
を
占
め
て
い
る
。
ザ
ガ
イ

ン
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
北
部
に
あ
る

ミャンマー国内避難民数(国連高等弁務官事務所) 
２０２１年１１月１日現在 

ミャンマー国内避難民数(国連高等弁務官事務所) 
２０２２年８月５日現在 

州ごとの 
焼きうち家屋数 

2021 年５月 

～2022 年 8 月 

政治囚の数 (２０２２年９月６日現在) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年１０月 1日 Ｎｏ．５９６ 

 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

７ 

＊
６
ペ
ー
ジ
最
下
段
か
ら
の
つ
づ
き 

(4)
現
状 

◇
民
主
活
動
家
４
人
死
刑
執
行 

本
年
７
月
25
日
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
軍
事
政
権
は
、
著
名
な
民

主
活
動
家
や
元
議
員
な
ど
４
人

に
対
し
、
死
刑
判
決
に
基
づ
き

死
刑
を
執
行
し
た
と
発
表
し

た
。 

軍
政
に
よ
る
と
死
刑
は
同

23
日
に
ヤ
ン
ゴ
ン
の
イ
ン
セ

イ
ン
刑
務
所
で
執
行
さ
れ
た
と

し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
Ｇ
７
は
７
月

28
日
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
政
に

よ
る
死
刑
執
行
に
関
す
る
Ｇ
７

外
相
声
明
」
を
発
表
し
、
４
名
の

死
刑
執
行
を
強
く
非
難
し
た
。 

◇
経
済
的
に
も
低
迷 

国
軍
が
政
権
を
と
っ
て
以
来

経
済
も
低
迷
し
て
い
る
。
世
界

銀
行
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
成
長
率

は
マ
イ
ナ
ス

18
％
の
落
ち
込

み
と
発
表
し
て
い
る
。 

そ
し
て
人
々
の
実
際
の
生

活
は
、
右
の
写
真
の
よ
う
に
、

「
銀
行
引
き
出
し
で
も
並
び
、

酸
素
供
給
で
も
並
び
、
火
葬
場

で
も
並
ぶ
」
を
強
い
ら
れ
、
現

在
、
貧
困
層
は
食
に
事
欠
き
安

い
食
用
油
に
並
び
、
富
裕
層
は

海
外
出
国
を
目
指
し
並
ぶ
。 

２
０
２
２
年
４
月
、
外
貨
預

金
を
現
地
通
貨
チ
ャ
ッ
ト
に

強
制
的
に
転
換
さ
せ
る
政
策

を
発
表
し
た
。
８
月
６
日
、
１

ド
ル
＝
１
８
５
０
チ
ャ
ッ
ト

に
固
定
し
て
い
た
公
定
為
替

レ
ー
ト
を
２
１
０
０
チ
ャ
ッ

ト
に
変
更
す
る
と
発
表
。
公
定

レ
ー
ト
は
実
勢
相
場
を
大
幅

に
下
回
り
、
ド
ル
不
足
は
輸
出

入
に
打
撃
と
な
っ
て
い
た
。
実

態
と
の
差
を
縮
め
る
意
図
が

あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、

闇
取
引
の
相
場
は
４
日
時
点

で
同
３
５
０
０
～
３
７
０
０

チ
ャ
ッ
ト
、
政
変
前
の
半
値
以

下
に
下
落
し
て
い
る
。 

(5)
国
際
関
係 

 

下
の
図
は
、
国
際
社
会
が
Ｎ

Ｕ
Ｇ(

国
民
統
一
政
府)

を
支 

(7)
支
援
の
活
動
・
企
画
か
ら 

〇
関
西
で
も
、
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ｊ(

日
本

ビ
ル
マ
救
援
セ
ン
タ
ー)

や
有

志
に
よ
る
様
々
な
支
援
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
さ
れ
て
い
た
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ｊ
国

境
訪
問
ツ
ア
ー
も
３
年
ぶ
り
に

実
施
さ
れ
、
支
援
金
と
街
頭
募

金
は
、
必
要
な
物
資
に
代
わ
り
、

確
実
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人

び
と
に
届
い
て
い
る
こ
と
を
報

告
す
る
会
や
堺
水
掛
祭
や
な
ど

の
企
画
も
あ
る
。
ど
う
か
命
が

け
で
闘
い
を
続
け
て
い
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
市
民
の
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
、
連
帯
と
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

(6)
最
近
の
動
き
か
ら 

◇
Ｎ
Ｕ
Ｇ
等
が 

52
％
以
上
を
実
効
支
配 

Ｎ
Ｕ
Ｇ
と
国
軍
、
そ
れ
ぞ
れ

が
国
際
的
な
支
持
を
取
り
付
け

る
動
き
を
行
っ
て
い
る
。 

右
の
マ
ッ
プ
は
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
実
効
支
配
を
示
し
て
い
る

が
、
凡
例
の
下
黒
色
か
ら
色
の

濃
い
方
が
少
数
民
族
武
装
勢
力

や
Ｎ
Ｕ
Ｇ
の
支
配
が
強
く
、
凡

例
の
上
の
方
の
白
と
黄
色
が
国

軍
側
の
強
い
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
こ
の
報
告
書
を
発
表
し
た
、

Ｓ
Ａ
Ｃ
ー
Ｍ(

ミ
ャ
ン
マ
ー
問

題
国
連
特
別
諮
問
会
議)

は
、
Ｎ

Ｕ
Ｇ
と
少
数
民
族
武
装
勢
力
が

全
土
の
52
％
以
上
実
効
支
配
、

軍
は
17
％
、
残
り
は
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
、
拮
抗
し
て
い
る

と
見
て
い
る
。 

 

今
後
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
９

月
13
～
27
日
ま
で
第
77
回
国

持
し
て
い
る
か
、
国
軍
を

支
持
し
て
い
る
か
の
模

式
図
で
あ
る
。 

 

Ｎ
Ｕ
Ｇ
支
持
は
、
米
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

Ｅ
Ｕ
、
チ
ェ
コ
、
英
国
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、 

韓
国
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ど

こ
の
国
も
承
認
で
な
く
、
支
持

を
表
明
し
て
い
る
。
駐
在
事
務

所
は
、
チ
ェ
コ
、
英
国
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
そ
し
て
日

本
に
も
８
月
１
日
に
開
設
。
し

か
し
日
本
政
府
は
Ｎ
Ｕ
Ｇ
と
の

接
触
の
有
無
を
公
表
し
て
お
ら

ず
、
公
式
な
連
携
は
未
だ
行
わ

れ
て
い
な
い
。 

ＮＵＧ(国民統一政府)支持 
米、 

マレーシア、シンガポール、
インドネシア 

EU,チェコ、英国、ノルウェ
ー、フランス 

オーストラリア、韓国 
UN専門家提言 

※赤（太字）は NUG駐在事務所 
開設済みの国 

軍 
ロシアとの「蜜月」？ 中国？ 

日本  
NUGと公式な連携なし 
 
G7声明 2022年 7月 28日 
 死刑執行に対し非難 

 
国会（2021 年 6 月）衆
参クーデター非難決議 

 
軍の将校留学受け入れ中 
日本・ミャンマー協会 

日本財団 
 

G7声明 2022年 7月 28日（声明仮訳・抜粋） 
  我々、カナダ、フランス、ドイツ、イタリア、日本、英国及び米国の G7

外相並びに EU上級代表は、ミャンマーの軍政による 4名の死刑執行を

強く非難する。 ……………。 

 我々は、ミャンマーにおける軍事クーデターを引き続き最も強い言葉

で非難し、同国における政治的、経済的、社会的、人道的及び人権の

状況に深い懸念を表明する。 

 我々は軍政に対し、暴力の使用を直ちに停止し、更なる恣意的な死

刑執行を控え、政治犯及び恣意的に拘束された全ての人々を解放し、

ミャンマーを民主的な道に回帰させるよう求める。我々は、ASEAN によ

る取組を引き続き支持し、国軍に対して、ASEAN の「5 つのコンセンサ

ス」の全ての側面を意味のある形で履行することを求める。これは、広

範な民主的反対派との包摂的な対話プロセスを含む。我々はまた、国

連による取組を引き続き支持し、ミャンマーに関するASEAN特使と国連

事務総長特使との間での効果的な調整を促す。 

 
 

どこでも「並ぶ」市民 

連
総
会
行
わ
れ
る
が
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
国
連
代
表
権
で
あ
る
常

任
代
表
を
再
度
チ
ョ
ー
モ
ー
ト

ゥ
ン
に
と
い
う
こ
と
が
喫
緊
の

重
要
事
項
と
な
っ
て
い
る
。 

                                                                              

ミャンマーの実効支配マップ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年１０月 1日 Ｎｏ．５９６ 世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

 

Osaka 

大阪アジア･アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会（大阪ＡＡＬＡ） 

Osaka Asia Africa Latin America Solidarity Committee 

〒540-0004  大阪市中央区玉造１－６－１１ 黒石ビル３F 

TEL 06-6768-5360   FAX 06-6768-5361  

E-mail： osakaaala@nifty．com HP：http://osakaaala.la.coocan.jp/ 
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機関紙・宣伝委員会 

   会費 月 800円(年 9,600円) (25才以下は年 3,000円) ※入会金 500円 

＊会費の会計年度は毎年 4月から翌年の 3月です。半期毎に 4,800円づつご入金をお願いします。 

＊会費の中には機関紙代も含まれています。月初めに大阪 AALA と日本 AALAの機関紙を郵送いたします 
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ＡＡＬＡカフェ第３０回 

大阪ＡＡＬＡ「講演学習会」 

●テーマ「ＡＳＥＡＮがきりひらく未来は？」 

●講師・田中靖宏さん（日本ＡＡＬＡ代表理事） 

◇とき １０月２３日（日）14:00～16:30  

◇会場・エル大阪南館

72号室（ZOOM併用） 

◆参加費や申込は別途ご
案内します。 

大阪 AALA ホームページ

もご覧ください。「大阪

AALA」と検索。 

 

 

大阪ＡＡＬＡ平和学習ツアー 

◆ツアー「ユダヤ難民が降り立った港 

 敦賀ムゼウム見学と 

小浜・明通寺 脱原発運動を続ける 

中嶌哲演住職との懇談 

〇月日(１泊２日)  

１０月３１日(月)～１１月１日(火) 

集合 8:15 大阪ＡＡＬＡ事務所（玉造） 

〇宿泊 若狭美浜温泉「ホテル湾彩」 

〇参加費 3万５千円（15名以上の場合） 

(中型バス、宿泊、昼食２、見学料など) 

＊詳細は同封の案内チラシ参照。 

～国際署名提出～ 日本ＡＡＬＡ 

カンボジアツアー ６日間 
◆日程 １１月２９日(火)～１２月４日(日) 

◆旅行代金 ２９万５００円 

◆定員    ２５名 

◆募集締切  １０月１４日(金) 
●申込 所定の「参加予約票」に記載し、 

富士国際旅行社(電話 045-212-2101)宛
に送付。詳細は直接旅行社にお電話を。 

●日程表  
①11/29 成田空港発～ホーチミン空港経由～プノンペン 
②11/30 午前：ASEANカンボジア事務局(外務省)へ 
       国際署名を届けに行く 
    午後：プノンペン見学 
③12/1 シェリムアップへ移動 地雷博物館等見学 
④12/2 アンコールワット、アンコール・トム見学 
⑤12/3  トレンサ湖クルーズ(水上生活、授業風景の見

学、児童との交流など) 
～帰路 シェリムアップ空港～ホーチミン空
港経由～(機中泊) ⑥12/4 (早朝)成田へ 


